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第2章 交通・防災拠点計画 

交通・防災拠点の基本方針に基づいた本計画の主な取り組み内容は以下のとお

りである。 

 

 

 

 

 

 

 

表 2-12 交通・防災拠点の基本方針と主な取り組み内容 

基本方針 主な取り組み内容 

〇他地域との対流を促す結節機能の強化

（モーダルコネクト等） 

（1）ハイウェイバスタでの高速バス乗り継ぎ機能強化 

（2）高速バスストップの有効活用 

（3）乗り継ぎ抵抗の緩和 

（4）地域における交通結節点の機能強化 

〇地域活性化や防災機能等、多様な機能

を持った「道の駅」の形成 
（5）道の駅の防災機能強化とネットワーク化 

〇九州交通の要衝としての防災拠点・物

流拠点機能の強化 
（6）輸送モード間の接続強化 

 

 

  

他 地 域 と の 対 流 を 促 す 広 域 交 通 拠 点 の 交 通 結 節 機 能 の 強 化 を 進 め る ほ

か 、 道 路 ネ ッ ト ワ ー ク と の 連 携 強 化 を 図 る こ と で 地 域 活 性 化 や 防 災 機 能

等 、 多 様 な 機 能 を 持 っ た 「 道 の 駅 」 の 形 成 を 促 進 す る 。 ま た 、 九 州 の 交

通 の 要 衝 に お け る 防 災 拠 点 ・ 物 流 拠 点 機 能 の 強 化 を 図 っ て い く 。  

交通・防災拠点の基本方針 
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(1) ハイウェイバスタでの高速バス乗り継ぎ機能強化 

本県は、高速道路の縦ライン（福岡～鹿児島）と横ライン（大分～長崎）

がクロスする交通の要衝であり、鳥栖 JCT は九州縦貫自動車道と九州横断自

動車道のクロスポイントとなっている。 

このような立地特性を活かし、高速道路ネットワークの有効活用を図るた

め、高速バスの潜在的な利用ニーズを多様なデータで事前に見極めながら、

高速道路の JCT 周辺の SA・PA を活用し、高速道路上で高速バス間の乗り継ぎ

を可能とする拠点整備への支援、連携を検討する。 

SA・PA の商業施設等との連携、運行情報の高度化、乗継保証など、バス会

社と高速道路会社等が連携して、利便性の高い乗り継ぎ環境創出への支援を

検討する。 

 

 

 
図 2-39 高速バス乗継例（九州縦貫自動車道・基山 PA） 

※国土交通省「モーダルコネクト検討会資料」 
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 基山ＰＡを活用した交通ネットワーク整備（基山町） 

基山町の基山 PA では、高速道路上のバス停における乗り継ぎを実施してお

り、パーク＆バスライド（P＆BR）も含めて利用者は増加傾向にあり、九州内

のバスネットワークの要衝として機能している。 

 

  

図 2-40 高速道路上のバス停における乗り継ぎ事例（九州縦貫自動車道・基山 PA） 

 
 

パーク＆バスライド（P＆BR） 

郊外や都心周辺部のバスターミナルやバス停周辺などに駐車場を整備

し、マイカーからバスへの乗り継ぎを図るシステム（国土交通省 HP） 
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(2) 高速バスストップの有効活用 

本県は、九州横断自動車道や西九州自動車道などの高速道路が位置してお

り、高速交通体系の整備効果を広く波及させるためには、高速道路や他の交

通機関との連携が重要となる。 

このような点から、観光振興や通勤通学など、新たに地域の利活用計画を

踏まえた高速バスストップを有効活用する取組みへの支援、連携を検討す

る。 

 

 

図 2-41 高速バスストップの有効活用イメージ 

※国土交通省「モーダルコネクト検討会資料」 
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 唐津 IC におけるパーク＆バスライド（唐津市） 

佐賀県唐津市では、国が保有する道路用地を活用し、「パーク＆バスライド」の社会

実験を実施した。 

 

表 2-13 唐津 IC パーク＆バスライド駐車場概要 

 

 

 

図 2-42 パーク＆バスライド位置図（唐津 IC） 

 
パーク＆バスライド（P＆BR） 

郊外や都心周辺部のバスターミナルやバス停周辺などに駐車場を整備

し、マイカーからバスへの乗り継ぎを図るシステム（国土交通省 HP） 

 
 

  

場 所 佐賀県唐津市

供用開始 平成24年10月28日（日）

実施主体
唐津市
（用地 ：国、 占用 ：唐津市、
整備 ：社会実験（国））

運営主体 唐津市

駐車可能
台数

普通車１５８台

便数 いまり号 １７便／日

駐車料金 無料
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(3) 乗り継ぎ抵抗の緩和 

(1)及び(2)に示した施策を実効性の高いものとするためには、高速バスストップ間の

乗り換えの利便性・快適性・安全性の向上、他の交通機関との乗り継ぎのシームレス化

等が重要となる。 

このような点から、商業施設等との連携により乗継時間を有効に活用できるバス待ち

空間の整備、及び乗り継ぎに必要な S A・P A の上下線連絡通路における段差解消、照明

設置等の環境改善への支援、連携を検討する。 
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(4) 地域における交通結節点の機能強化 

より利便性の高い交通環境を実現するためには、道路ネットワークの整備

に合わせて、各地域において各種交通機関の連携強化を図る必要があり、そ

のためには交通結節点の機能強化が重要となる。 

このような点から、鉄道駅、バスターミナル等の交通結節点、多くの人が

集まる商業施設などにおいて、高速バス、路線バス、デマンドバスの乗り継

ぎの導入や、道の駅が公共空間であることを踏まえたバス利用優先の空間再

編等の取組みを推進する。その際、周辺の道路ネットワークにおける走行空

間の改善等による支援も検討する。 

 

図 2-43 交通結節点の機能強化イメージ 

※国土交通省「モーダルコネクト検討会資料」 
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 嬉野温泉駅等におけるモーダルコネクト強化（嬉野市） 

嬉野市では、2022 年の新幹線開業に向けて、「嬉野温泉駅」を中心とした公共交通ネ

ットワーク形成、駅前広場整備による交通拠点としての機能の強化・充実を目指してお

り、さらには嬉野の玄関口として新たな観光拠点の整備、交流機能の充実等を計画して

いる。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

図 2-44 嬉野温泉駅（西九州新幹線）周辺のまちづくり構想 

※嬉野温泉駅周辺まちづくり委員会提言書（H28.3） 
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(5) 道の駅の防災機能の強化とネットワーク化 

全国各地で発生している地震災害や豪雨災害などにおいて、道の駅は一時

避難場所、復旧活動の拠点として重要な役割を果たしており、道の駅の広域

的な防災拠点化に向けた取組みが行われている。個々の道の駅で防災機能を

有すると、地域防災への貢献度が高く、地域レベルとしての防災拠点として

機能する。一方、防災機能を有した道の駅でネットワークを形成すると、防

災ネットワークが構築される。 

このような点から、今後は多くの防災機能を有する道の駅を展開させ、防

災ネットワークの強化を推進する。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

図 2-45 道の駅の防災機能の強化とネットワーク化概要 

※新「道の駅」のあり方検討会 提言（R1.11） 
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表 2-14 「道の駅」の防災機能強化策（案） 

項目 取り組み内容 

ソ

フ

ト 

対

策 

個々の「道の駅」と

しての防災機能 

①地域の防災拠点としての

位置づけの推進 

・地域防災計画における道の駅の位置づけ 

②耐震化や無電源装置など

の施設整備の推進 

・「防災、減災、国土強靭化のための３カ年緊急

対策」(2018.12 策定)に基づく耐震対策、無停

電対策の実施 

③BCP の策定の推進 ・道の駅連絡会や民間と連携しながら BCP 策定 

④地域の防災訓練やイベン

トの実施 

・大規模災害時の協定（道路管理者⇔設置者

等）締結を推進 

・大規模災害を想定した訓練の実施を推進 

・防災意識を向上するための防災イベントの実施

を推進 

⑤災害時の訪日外国人へ

の情報提供、支援の充実 

・情報提供・支援に関するノウハウの共有及び手

引きを作成 

「道の駅」ネットワー

クとしての防災機能

①広域的な防災拠点となる

道の駅の明確化 

・都道府県と連携し、各都道府県内の防災拠点

の配置状況を踏まえた、広域的な防災拠点と

なる道の駅の点検・特定 

・既存の防災拠点の配置から見て、新たな広域

的な防災拠点となることが望まれる道の駅の抽

出 

・都道府県との連携も含めた体制の強化や情報

提供施設の再点検 

②広域的な防災拠点となる

道の駅へのアクセス道路の

強化 

・広域的な防災拠点となる道の駅へのアクセス道

路の整備、早期啓開のための重要物流道路の

指定 

③被災した道の駅に対する

周辺道の駅での商品販売や

募金活動など、官民連携に

よる広域的な支援活動の充

実 

・道の駅連絡会や民間と連携しながら支援体制を

構築 

ハード対策 ①防災設備・物資の整備 ・災害時に必要となる設備の整備 

〔重要な設備〕 

・非常用電源、貯水槽（受水槽）、災害時対応

トイレ 

〔その他設備〕 

・備蓄用燃料、避難者用の飲料水、避難者用

の食料、避難者用の暖房器具、避難者用の

毛布・寝具、避難者用の畳、災害時支援型

自動販売機、備蓄倉庫 

②通信環境の整備 ・公衆無線 LAN（Wi-Fi）、24 時間利用可能な電

話の整備 

  



 

125 

 

  
図 2-46 道の駅の防災機能の強化とネットワーク化（1/2） 

※新「道の駅」のあり方検討会 提言（R1.11） 
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図 2-47 道の駅の防災機能の強化とネットワーク化（2/2） 

※新「道の駅」のあり方検討会 提言（R1.11） 

 

図 2-48 道の駅と広域的な防災拠点の配置イメージ 

※新「道の駅」のあり方検討会 配布資料（R1.5） 
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 道の駅における防災ネットワーク機能強化 

本県では、県中央部（佐賀県立森林公園）及び県東部（吉野ヶ里歴史公

園）に広域防災拠点が位置している。今後、県西部においても、重要物流道

路と接続する道の駅の防災機能強化等により、防災ネットワークの機能強化

を図る。 

 

 

 

 

 

 

 

図 2-49 広域防災拠点と道の駅位置関係 

※重要物流道路(R2.4.1 時点)に広域防災拠点、道の駅を表示 

 

  

道の駅 ⿅島 

道の駅 厳木 

道の駅 伊万⾥ 

道の駅 桃山天下市 

道の駅 山内 

道の駅 大和 

道の駅 吉野 ⾥ 

道の駅 太良 

道の駅 しろいし 

佐賀県⽴森林公園（広域防災拠点） 

吉野 ⾥歴史公園（広域防災拠点） 
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(6) 輸送モード間の接続強化 

本県では横ライン（長崎県-佐賀県-福岡県）の物流需要が増加しており、

伊万里港や唐津港はアジア主要都市に近く、海の玄関口として海上輸送ネッ

トワークの重要港湾に指定されている。 

このような点から、生産性の高い物流ネットワークを構築するため、国内

貨物輸送量の約 9 割を占めるトラック輸送と空港・港湾等との輸送モード間

の接続（物流モーダルコネクト）を強化する。 

また、高速 IC 周辺では、更なる効率的な物流を実現するため、既存の道路

空間も有効活用しつつ、直結を含めた新ルールの整理や、アクセス道路等へ

重点支援を実施する。 

 

図 2-50 輸送モード間の接続状況と接続事例  


